
学
校
給
食
費
は
、
学
校
給
食

法
の
と
お
り
、
米
原
市
で
は
、

食
材
の
購
入
費
を
保
護
者
に
御

負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本

市
で
は
、
他
の
子
育
て
支
援
施

策
と
し
て
、
学
校
給
食
費
の
無

償
化
は
、
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

学
校
給
食
費
は
無
償
が
本
来

の
姿
で
は
な
い
か
。

食
育
は
、
子
ど
も
た
ち
に
正

し
い
食
習
慣
を
育
む
た
め
の
大

切
な
教
育
活
動
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
学
校
給

食
は
食
育
の
推
進
の
大
切
な
時

間
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
義
務

教
育
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
学

校
給
食
費
を
無
償
と
す
る
こ
と

は
、
本
来
の
姿
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
か
か
わ

る
給
食
費
無
償
化
へ
の
取
り
組

み
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

生
活
が
困
窮
す
る
世
帯
に
対

し
て
は
、
就
学
援
助
制
度
に
よ

り
学
校
給
食
費
の
実
費
相
当
分

を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

今
回
の
投
票
率
の
感
想
は
。

今
回
の
市
長
選
挙
は
、
争
点

が
明
確
に
な
ら
ず
、
有
権
者
の

関
心
を
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
の

が
原
因
だ
と
思
い
ま
す
。
候
補

者
の
一
人
と
し
て
、
そ
の
結
果

は
、
投
票
率
も
含
め
真
摯
に
受

け
止
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

伊
吹
と
山
東
地
域
の
投
票
率
の

低
下
は
な
ぜ
か
。

前
回
の
市
長
選
挙
に
お
い
て

は
、
米
原
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
が
同
時
に
行
わ
れ
て
お
り
、

特
異
な
状
況
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

住
民
投
票
条
例
を
制
定
し
な
か
っ

た
理
由
は
。

庁
舎
の
位
置
を
問
う
投
票
は
、

一
般
論
と
し
て
、
住
民
投
票
に

は
適
さ
な
い
と
考
え
ま
す
。
前

任
期
の
期
間
に
お
い
て
は
議
会

で
の
議
論
を
尽
く
し
、
成
果
を

得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
判

断
し
ま
し
た
。

住
民
投
票
を
と
の
市
民
の
声
は
。

昨
年
の
６
月
議
会
に
お
い
て
、

統
合
庁
舎
位
置
の
議
決
を
い
た

だ
き
、
既
に
議
決
し
た
件
に
つ

い
て
、
住
民
投
票
を
行
う
必
要

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
の
保
険
税
統
一
化
方
針
に
つ

い
て
市
の
考
え
方
は
。

統
一
化
と
い
う
目
標
を
掲
げ

る
こ
と
は
、
今
後
の
国
保
財
政

運
営
の
責
任
主
体
と
な
る
県
が
、

国
の
制
度
改
革
か
ら
さ
ら
に
一

歩
踏
み
込
ん
だ
姿
勢
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
一
定
の
評
価
は
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
各
市
や
町
の
収
納
率
、

保
健
事
業
、
単
独
事
業
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
の
違

い
や
、
独
自
の
経
営
努
力
に
向

け
た
意
欲
が
損
な
わ
れ
る
可
能

性
な
ど
、
課
題
も
多
く
あ
り
ま

す
。

市
の
国
保
へ
の
県
の
介
入
は
ど

う
考
え
る
か
。

県
か
ら
は
納
付
金
を
納
め
る

た
め
に
必
要
な
標
準
保
険
料
率

が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
市
な
ど
は
こ
の
納

付
金
や
標
準
保
険
料
率
を
も
と

に
、
被
保
険
者
へ
の
賦
課
と
徴

収
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
賦
課
と
徴
収
の
決
定
や
保

険
給
付
の
決
定
、
独
自
の
保
健

事
業
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
市
や
町
の
役
割
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
市
の
独
自
性

を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く

の
か
、
深
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

本
年
の
国
保
事
業
費
納
付
金
の

試
算
結
果
は
。

米
原
市
の
２
回
目
の
試
算
結

果
は
、
１
人
当
た
り
の
保
険
税

に
換
算
す
る
と
、
１
２
万
３
０

３
円
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
米

原
市
の
１
人
当
た
り
の
試
算
額

は
、
県
内
で
低
い
方
か
ら
４
番

目
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
米
原
市
の
国
保

税
平
均
は
１
３
万
３
，
１
８
０

円
で
試
算
は
１
万
２
，
８
７
７

円
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

試
算
結
果
は
国
保
税
へ
反
映
さ

せ
る
の
か
。

制
度
が
導
入
さ
れ
る
平
成
30

年
度
に
お
け
る
納
付
金
の
額
に

つ
い
て
は
、
今
年
の
秋
ご
ろ
に

１
回
目
の
算
定
が
行
わ
れ
、
来

年
１
月
ご
ろ
に
本
係
数
に
よ
る

２
回
目
の
算
定
が
行
わ
れ
、
こ

れ
を
基
に
、
米
原
市
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
な
ど
で
の
検

討
を
経
て
、
決
定
し
て
い
く
予

定
で
す
。

減
免
基
準
制
定
へ
の
検
討
結
果

に
つ
い
て
。

国
保
税
に
つ
い
て
相
談
や
協

議
も
な
い
こ
と
な
ど
の
実
情
と

と
も
に
、
現
在
、
国
保
制
度
改

革
に
伴
う
過
渡
期
に
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
市
独
自
の
減
免
基

準
の
制
定
に
つ
い
て
も
慎
重
に

見
極
め
た
い
。

（
就
学
援
助
制
度
改
善
の
質
問

の
回
答
は
次
号
で
報
告
し
ま
す
。
）
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雑
感

残
業
時
間
の
上
限
を
月
１
０
０
時
間
未
満
と
す
る
こ
と
が
、
政
府
・
経
団
連
・
連
合
で
合
意
さ
れ
た

こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。
過
労
死
ラ
イ
ン
を
完
全
に
超
え
て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
が
本
当
の
「
働
き
方
改
革
」
な

の
か
。
８
時
間
労
働
で
ま
と
も
な
生
活
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
政
府
や
企
業
・
労
働
組
合
の
役
割
。

学校給食費無償化の要求に答えず
3
月
8
日
に
一
般
質
問
第
1
日
目
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
米
原
市
議
団
の
清
水
議
員
と

藤
田
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
市
の
回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

県国保納付金で国保税試算。１人１万円以上の引下げを想定！

学
校
給
食
無
償
化

に
つ
い
て
。

市
長
選
の
投
票
結
果
と
「市

民
の
声
」に
つ
い
て
。

清
水
議
員
の
一
般
質

問
に
対
す
る
回
答

藤
田
議
員
の
一
般
質

問
に
対
す
る
回
答

国
民
健
康
保
険
の
県

単
位
化
に
つ
い
て
問
う


